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(57)【要約】
精密かつ繊細な手術処置において必要となる選択的切断
、凝固、及び微細な切離を可能にするように構成される
、超音波アセンブリ。平衡が取れたブレードは、種々の
手術処置における微細な切離及び切断を促進する、丸め
られた遠位端と、凹状エッジとを提供する。ブレードは
、ブレード先端での改善された可視性のために、曲線状
であり、多数の組織への作用、凝固、切断、切離、局所
凝固、先端穿通、及び先端引っかきを提供するように設
計される。該アセンブリは、外科医の人間工学的把持及
び操作を提供するように構成される、手作動を特徴とす
る。該アセンブリは、ユーザーが選択可能なブレード回
転を更に特徴とする。指スイッチは、手術器具を把持す
るのが右手であるか、又は左手であるかに関わらず、ユ
ーザーの人差し指の自然な軸線方向運動の範囲内に定置
される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波装置であって、
　近位端及び遠位端を有する、中心縦軸線を有する導波管と、
　前記導波管の遠位端に隣接するブレードと、を備え、
　前記ブレードが、中央部分及び外側部分を伴う丸められた遠位端を有し、前記丸められ
た端の前記中央部分が、前記中心軸線に沿って前記外側部分より遠位に長く延在し、
　前記ブレードが、前記丸められた遠位端の外側部分に隣接する凹状エッジを有し、前記
凹状エッジが、前記中心軸線に沿って近位に延在する、超音波装置。
【請求項２】
　前記凹状エッジ及び前記丸められた遠位端が、前記中心軸線に対して実質的に対称であ
る、請求項１に記載の超音波装置。
【請求項３】
　前記ブレードの断面が、断面幅と、中央上隆起部と、中央下隆起部とを有し、前記ブレ
ードが、前記中央上隆起部及び前記中央下隆起部から鈍角で外側に延在し、前記凹状エッ
ジを形成する、請求項１に記載の超音波装置。
【請求項４】
　前記ブレードの丸められた端が、前記中心縦軸線から近位に離れて曲線を描く、請求項
２に記載の超音波装置。
【請求項５】
　前記丸められた端が、前記凹状エッジの前記断面幅を超える幅を有する、請求項４に記
載の超音波装置。
【請求項６】
　超音波装置であって、
　中心軸線を画定する近位端及び遠位端を有する超音波導波管と、
　前記導波管の前記遠位端に取り付けられる超音波作動ブレードと、
　近位端及び遠位端を有するハウジングであって、ユーザーによって鉛筆のように保持さ
れるように適応される、ハウジングと、
　前記導波管と機械的に連通した状態で、前記ハウジング内に配置されるトランスデュー
サと、
　近位端及び遠位端を有する前記導波管の周囲に配置されるシースであって、前記近位の
シースの一部分が、前記ハウジングの遠位端内に配置され、前記部分が、前記トランスデ
ューサに機械的に係合する、シースと、
　実質的に前記ハウジングの遠位端内に位置する、前記シースの近位端の周囲に配置され
るバネと、
　ハンドル内に配置される停止歯と、
　前記停止歯と選択的に機械的に連通した状態で、前記シースの近位端の周囲に配置され
る係合歯と、を備える、超音波装置。
【請求項７】
　前記ブレードが、中央部分及び外側部分を伴う丸められた遠位端を更に備え、前記丸め
られた端の前記中央部分が、前記中心軸線に沿って前記外側部分より遠位に長く延在し、
前記ブレードが、前記丸められた遠位端の外側部分の近位に凹状エッジを有し、前記凹状
エッジが、前記中心軸線に沿って近位に延在する、請求項６に記載の超音波装置。
【請求項８】
　前記シースの遠位端と前記ブレードとの間に配置される遠位導波管カバーを更に備える
、請求項７に記載の超音波装置。
【請求項９】
　前記カバーが、エラストマー材で構成される、請求項８に記載の超音波装置。
【請求項１０】
　前記カバーが、少なくとも２つの不連続なセクションで構成される、請求項９に記載の
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超音波装置。
【請求項１１】
　超音波ブレードアセンブリを回転させる方法であって、
　超音波器具を取得することであって、前記器具が、
　　中心軸線を画定する近位端及び遠位端を有する超音波導波管と、
　　前記導波管の前記遠位端に取り付けられる超音波作動ブレードと、
　　近位端及び遠位端を有するハウジングであって、ユーザーによって鉛筆のように保持
されるように適応される、ハウジングと、
　　前記導波管と機械的に連通した状態で、前記ハウジング内に配置されるトランスデュ
ーサと、
　　近位端及び遠位端を有する前記導波管の周囲に配置されるシースであって、前記近位
のシースの一部分が、前記ハウジングの遠位端内に配置され、前記シースが、前記トラン
スデューサと回転係合している、シースと、
　　実質的に前記ハウジングの遠位端内に位置する、前記シースの近位端の周囲に配置さ
れるバネと、
　　ハンドル内に配置される係止歯と、
　　前記停止歯と選択的に機械的に連通した状態で、前記シースの近位端の周囲に配置さ
れる係合歯と、を備える、ことと、
　前記シース上に遠位縦力を印加して前記シースを第１の位置に移動させ、それによって
前記係合歯を前記停止歯から係合解除させることと、
　前記シースが前記第１の位置にある間に、前記シースに回転力を印加し、それによって
前記シース及び前記ブレードを回転させることと、
　前記シースを解放し、前記バネが前記シースを近位に付勢して、係合歯を前記停止歯と
係合させ、それによって更なる回転を防止することと、を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、２０１１年４月２８日に出願された、名称が「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｄｅｖ
ｉｃｅ　ｆｏｒ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏａｇｕｌａｔｉｎｇ」の米国仮特許出願
第６１／４７９，９０１号の優先権を主張する。
【０００２】
　（発明の分野）
　本超音波装置は、概して、超音波手術システムに関し、より具体的には、外科医が整形
外科処置において切断及び凝固を実施することを可能にする、超音波装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　超音波手術器具は、そのような器具の特有の性能的特徴のおかげで、手術処置にますま
す広範に用いられるようになってきている。特定の器具の構成及び操作パラメータによっ
ては、超音波手術器具は、組織の切断及び凝固によるホメオスタシスを実質的に同時にも
たらし、患者の外傷を望ましく最小限にすることができる。切断行為は、通常、器具の遠
位端にあるエンドエフェクタ又はブレードの先端によって実現され、エンドエフェクタと
接触した組織に超音波エネルギーを伝達する。このような性質の超音波器具は、ロボット
支援処置を含む開腹手術用途、腹腔鏡又は内視鏡手術処置用に構成され得る。
【０００４】
　しかしながら、現在入手可能な最新式のエネルギー器具は、特に整形外科手術処置用に
は設計されていない。それらは、そのような処置に必要とされる快適さ及び多用途性に欠
けている。
【０００５】
　外科器具の中には超音波エネルギーを正確な切断及び凝固の調節の両方の目的で利用す
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るものもある。超音波エネルギーは、電気外科手術で使用される温度より低い温度を使用
して切断及び凝固を行う。高振動数（例えば、１秒当たり５５，５００回）で振動させる
ことによって、超音波ブレードは、組織内のタンパク質を変性させて、べたっとした凝塊
を形成する。ブレード表面が組織に及ぼす圧力は血管を崩壊し、凝塊が止血シールを形成
することを可能にする。切断及び凝固の精度は、外科医の技術、並びに電力レベル、ブレ
ードエッジ、組織のけん引摩擦（traction）、及びブレード圧力の調整によって制御され
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　整形外科及び他の手術処置で使用するために入手可能な現在の器具の欠点のいくつかを
克服する、超音波手術器具を提供することが望まれ得る。本明細書に記述する超音波手術
器具は、それらの欠点を克服する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　超音波装置の新規の特徴は、添付の「特許請求の範囲」に具体的に説明される。しかし
ながら、超音波装置自体は、以下の添付の図面と併せて以下の説明を参照することによっ
て、編成及び操作方法の両方に関して最良に理解され得る。
【図１】本超音波装置の斜視図である。
【図２】本超音波装置の一具現の組立て図である。
【図３】本超音波装置による、導波管及びブレード設計の第１の具現の平面図である。
【図４】本超音波装置による、導波管及びブレード設計の第１の具現の正面図である。
【図５】本超音波装置による、第１の具現のブレード設計の分解組立て平面図である。
【図６】本超音波装置による、第１の具現のブレード設計の分解組立て正面図である。
【図７】本超音波装置による、第１の具現のブレード設計の断面の切断図である。
【図８】本超音波装置による、導波管及びブレード設計の第２の具現の平面図である。
【図９】本超音波装置による、導波管及びブレード設計の第２の具現の正面図である。
【図１０】本超音波装置による、第２の具現のブレード設計の分解組立て平面図である。
【図１１】本超音波装置による、第２の具現のブレード設計の分解組立て正面図である。
【図１２】第２の具現のブレード設計の断面の切断図である。
【図１３】本超音波装置の第２の具現のブレード設計の前面図である。
【図１４】コーティングを伴う本超音波装置の実施形態の、ブレードの異なる領域を示す
斜視図である。
【図１５Ａ】シース及びトランスデューサの斜視図である。
【図１５Ｂ】本超音波装置の回転及び係止機構の切断図である。
【図１６Ａ】導波管カバーの斜視図である。
【図１６Ｂ】導波管カバーの代替えの具現の正面図である。
【図１７Ａ】導波管カバーの別の具現の斜視図である。
【図１７Ｂ】導波管カバーの別の具現の正面図である。
【図１７Ｃ】導波管カバーの別の具現の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本超音波装置を詳細に説明する前に、本超音波装置は、用途又は使用法において、添付
の図面及び説明に記載される部品の構造並びに配設の詳細に限定されないことに留意され
たい。本超音波装置の例示的な実施形態は、他の実施形態、変形物、及び修正物で実現さ
れるか、又はそれに組み込まれてもよく、様々な方法で実践又は実施されてもよい。更に
、特に明記しない限り、本明細書で採用される用語及び表現は、本超音波装置を限定する
ためではなく、読者の便宜のために、本超音波装置の例示的な実施形態を説明するために
選択されている。
【０００９】
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　更に、以下に記述される実施形態、実施形態の具現、実施例などの任意の１つ以上を、
以下に記述される他の実施形態、実施形態の具現、実施例などの任意の１つ以上と組み合
わせることができるものと理解されたい。
【００１０】
　本超音波装置は、特に、整形外科若しくは神経系手術などの手術処置中に、組織の切離
、切断、及び／又は凝固をもたらすために構成される、改善された超音波手術器具を目的
とする。器具は、直視下での広範囲の後方脊椎処置における軟組織へのアクセスを容易に
するように構成される。筋膜及び腱などの筋肉並びに丈夫な組織を切離し、骨膜及び腱の
付着部などの組織を骨から切離する、止血ブレードを開示する。本装置は、直視下手術処
置で使用するために構成されるが、腹腔鏡及び他の低侵襲手術処置などの他の種類の手術
にも適用される。超音波エネルギーの選択的使用によって、多方面の用途が容易になる。
本装置の超音波要素が作動していない場合には、組織を切断又は損傷することなく思いど
おりに組織を操作することができる。超音波要素が作動している場合には、超音波エネル
ギーは、組織切断及び凝固の両方を提供する。
【００１１】
　更に、本超音波装置は、ブレードのみの器具の観点から開示される。本明細書に開示さ
れる実施形態は、米国特許第５，８７３，８７３号及び同第６，７７３，４４４号に例示
的に開示されるようなクランプ凝固器具にも同様に適用されるため、この特徴は、限定で
あることは意図されない。
【００１２】
　以下の説明から明らかになるように、本発明の外科用装置は、その分かりやすい構造を
利用した使い捨て用途のために特に構成される。したがって、本装置は、手術システムの
超音波発生ユニットと関連して使用され、発生ユニットからの超音波エネルギーは、本手
術器具に所望の超音波作動を提供することが熟考される。本超音波装置の原理を具現化す
る手術器具は、非使い捨て式に、すなわち複数回使用されるように、関連する超音波発生
ユニットと取り外し不可能に一体化されるように構成することができることが理解される
。
【００１３】
　超音波装置のいくつかの現在の設計は、手術器具に電力供給するために、フットペダル
を利用する。外科医は、切断ブレードに伝達されるエネルギーを提供する発生器を作動さ
せるために、フットペダルを操作し、その一方で同時に、組織の切断及び凝固のために、
超音波ブレードで組織を加圧する。このタイプの器具の作動に伴う主な欠点としては、外
科医がフットペダルを探す間の手術場所への集中の損失、処置が行われる間の外科医の動
きをフットペダルが妨害、及び長時間の場合の外科医の脚の疲労が挙げられる。
【００１４】
　エンドエフェクタに沿った質量の再位置付けを含む、曲線エンドエフェクタの平衡を取
るための様々な手段が開示されてきた。そのような方法の欠点は、ｉ）曲線領域での応力
が高いために、手術中に金属と接触した場合にエンドエフェクタが破壊されやすいこと、
ｉｉ）より短い有効長であるために、施術対象となり得る血管サイズが制限されること（
有効長は、ブレードの遠位端から、その変位がその遠位端での変位の半分である場所まで
の長さと定義される）、及び／又はｉｉｉ）直交変位を分離して平衡する能力がないこと
である。
【００１５】
　本超音波手術器具は、切断及び凝固のための万能のトランスミッションアセンブリを提
供することによって、整形外科又は神経系手術で使用される従来の器具の不利点を克服す
る。本超音波器具は更に、外科医がトランスミッションアセンブリを選択的に回転させる
ことを可能にし、超音波器具の人間工学的使用を促進する。
【００１６】
　ここで具体的に図１を参照すると、本超音波装置による、超音波手術器具１９を含む手
術システムの実施形態が図示されている。手術システム１９は、ケーブル２２（一定の縮
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尺で示されていない）を介して超音波トランスデューサ５０に接続される超音波発生器３
００と、超音波手術器具１９とを含む。いくつかの手術器具では、外科医は、様々な処置
及び手術中に、超音波トランスデューサ５０を把持して操作し得るため、多くの用途で、
超音波トランスデューサ５０はまた、典型的に、「ハンドピースアセンブリ」又は「ハン
ドピース」とも呼ばれることに留意する。好適な発生器３００は、オハイオ州シンシナテ
ィにあるＥｔｈｉｃｏｎ　Ｅｎｄｏ－Ｓｕｒｇｅｒｙ，Ｉｎｃ．によって販売される、Ｇ
ＥＮ０４又はＧＥＮ１１である。好適なトランスデューサは、参照することによってその
全体の内容が本明細書に組み込まれる、２００６年１０月１０日に出願された、名称が「
ＭＥＤＩＣＡＬ　ＵＬＴＲＡＳＯＵＮＤ　ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＨＡＮＤＰＩＥＣＥ　
ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ　ＦＯＲ　ＭＡＫＩＮＧ　ＡＮＤ　ＴＵＮＩＮＧ」の同時係属中
の米国特許出願第１１／５４５，７８４号に開示されている。遠隔発生器及び電源が開示
されているが、装置１９は、係留線のない操作のために、参照することによって本明細書
に組み込まれる米国特許出願第１３／２７５，４９５号に開示されるような発生器及び電
源を組み込んでもよいことが熟考される。
【００１７】
　超音波トランスデューサ５０及び超音波導波管８０は共に、本手術システム１９の音響
アセンブリを提供し、音響アセンブリは、発生器３００によって、又は係留線のない実施
形態では、オンボード電源及び発生器によって動力供給される際、手術処置のための超音
波エネルギーを提供する。手術器具１９の音響アセンブリは、一般的に、第１の音響部分
と、第２の音響部分とを含む。本実施形態では、第１の音響部分は、超音波トランスデュ
ーサ５０の超音波作動部分を備え、第２の音響部分は、超音波作動導波管８０及びブレー
ド７９を備える。更に、本実施形態では、第１の音響部分のトランスデューサ５０の遠位
端は、例えば、ねじ接続によって導波管８０の近位端に動作可能に連結される。
【００１８】
　超音波手術器具１９は、オペレータをトランスデューサ５０内に包含される音響アセン
ブリの振動から隔離するように適応された複数の部品からなるハンドルアセンブリ６９（
ハンドルシュラウド半部６９Ａ及び６９Ｂで構成される）を含む。ハンドルアセンブリ６
９は、ユーザーによって従来のように保持されるように形状化することができるが、本超
音波手術器具１９は、主として、器具のハンドルアセンブリ６９によって提供される鉛筆
のような配設で把持されて操作されることが熟考され、ハンドル６９は、手の表面上の人
差し指と親指との間に置かれ、親指及び中指によって把持されるように適応される。器具
には、このように保持される際に人差し指によって作動されるように適応されたスイッチ
又はトリガが、器具１９の上部に更に提供される。
【００１９】
　複数の部品からなるハンドルアセンブリ６９Ａ、６９Ｂが図示されているが、ハンドル
アセンブリ６９は、単一又は一体の要素を構成してもよい。ハンドルアセンブリ６９への
超音波トランスデューサ５０の挿入によって、超音波手術器具１９の近位端は、超音波ト
ランスデューサの遠位端を受け入れ、それに適合する。超音波手術器具１９は、ユニット
として超音波トランスデューサ５０に取り付けること、及びそれから取り外すことができ
る。トランスデューサ５０及びハンドル６９は、トランスデューサ５０がハンドル６９内
で回転することを可能にするように適応されてもよく、トランスデューサ５０は、ハンド
ル６９内に取り外し不可能に提供されてもよいことが熟考される。超音波手術器具１９の
細長いトランスミッションアセンブリ８０は、器具のハンドルアセンブリ６９から直交に
延出する。
【００２０】
　ハンドルアセンブリ６９は、ポリカーボネート又は液晶ポリマーのような耐久性のある
プラスチックで構築され得る。また、代替方法として、ハンドルアセンブリ６９を他のプ
ラスチック、セラミック、又は金属を含む多様な材料で作製してもよいと考えられる。し
かし、従来の未充填熱可塑性樹脂は、約０．２０Ｗ／ｍ°Ｋ（ワット／メートル°ケルビ
ン）の熱伝導率しか有さない。器具からの熱放散を改善するために、ハンドルアセンブリ
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を、２０～１００Ｗ／ｍ°Ｋの範囲の熱伝導率を有する高耐熱性樹脂液晶ポリマー（ＬＣ
Ｐ）、ポリフェニレンスルフィド（ＰＰＳ）、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）
、及びポリスルホンのような熱伝導性熱可塑性樹脂で構築することができる。ＰＥＥＫ樹
脂は、窒化アルミニウム又は窒化ホウ素で充填された熱可塑性樹脂であり、これらは導電
性ではない。熱伝導性樹脂は、比較的小さい器具内の熱を管理するのを助ける。
【００２１】
　作動基板アセンブリ２１５は、プッシュボタンアセンブリ２１０と、回路基板アセンブ
リ２２０と、第１のピン２１０Ａと、第２のピン２１０Ｂとを備える。スイッチアセンブ
リ２１５は、ロッカー配設で構成され、ハウジング部分６９Ａ及び６９Ｂ内の対応する支
持台２３０Ａ及び２３０Ｂによって、ハンドルアセンブリ６９内に支持される。
【００２２】
　スイッチ２１０に、ドームスイッチ２２０Ａ及び２２０Ｂに機械的に接触する、ピン２
１０Ａ及び２１０Ｂが提供される。超音波エネルギーの選択的作動のために、回路基板２
２０は、トランスデューサ５０の近位端に電気的に接続する。トランスデューサ５０の近
位端に、トランスデューサ５０並びにスイッチ２１０と電気通信しているプラグが提供さ
れる。ケーブル２２に、今度は発生器３００に接続するトランスデューサ５０のプラグと
の電気通信を提供する、トランスデューサ５０のプラグと一致するプラグが提供されても
よい。別の具現では、ケーブル２２は、トランスデューサ５０及びスイッチ２１０に一体
的に取り付けられてもよい。上記に説明されるように、鉛筆のような配設で保持される際
に、外科医が、人差し指を用いて器具１９に選択的に電力供給することを可能にするよう
に、スイッチ２１０は、ハウジング６９に枢動可能に取り付けられる。組立てられる際、
トリガ２１０は、ハウジング６９に枢動可能に取り付けられ、接触面２１０Ａ及び２１０
Ｂはそれぞれ、ドームスイッチ２２０Ａ及び２２０Ｂに機械的に係合する。スイッチ２１
０上の隆起部（図示せず）は、ユーザーとスイッチ２１０との間の接触面を提供し、器具
を作動させるためにユーザーが押すのと同じ表面積を提供するように適応される。隆起部
は、どのスイッチが高出力用途又は低出力用途と関連付けられているかの触知感覚を外科
医に与えるように、異なる形状及び寸法であってもよい。
【００２３】
　回路基板２２０は、トランスデューサ５０を介したプッシュボタンスイッチ２１０と発
生器３００との間の電気－機械インターフェースを提供する。フレックス回路は、スイッ
チ２１０をＺ軸方向に押すことによって機械的に作動される、２つのドームスイッチ２２
０Ａ及び２２０Ｂを備える。ドームスイッチ２２０Ａ及び２２０Ｂは、当該技術分野にお
いて既知であり、理解されるような、押される際に発生器３００に電気信号を提供する、
電気接触スイッチである。回路基板２２０は一般的に、ハウジングのチャネル内に置かれ
、操作中にドームスイッチを支持する。
【００２４】
　容易に分かるように、スイッチ２１０を押すことによって、対応する接触面２１０Ａ又
は２１０Ｂは、回路を作動させるように、対応するドームスイッチ２２０Ａ又は２２０Ｂ
に押し当てられる。外科医がスイッチ２１０を押す（スイッチ２１０が中心点を中心に枢
動し、近位部分又は遠位部分がＺ軸方向に移動することを可能にする）際、発生器は、最
大（maximum）（「最大（max）」）出力設定などの特定のエネルギーレベルで応え、外科
医がスイッチ２１０を反対方向に係止する際、発生器は、最小（minimum）（「最小（min
）」）出力設定などの特定のエネルギーレベルで応え、これは、プッシュボタン位置及び
対応する出力設定の業界で受け入れられている実践手法と一致する。
【００２５】
　鉛筆のように保持される際のスイッチ２１０の位置及び作動方法は、外科医の指及び手
への応力を低減し、より人間工学的位置で指が器具１９を作動させることを可能にし、手
及び手首への応力を防止する。スイッチ２１０の位置はまた、外科医が通常の処置を通し
てしばしば経験する、最適ではない手の位置での快適なスイッチ２１０の作動も可能にす
る。
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【００２６】
　依然として図２を参照すると、外科医を導波管８０から隔離するように、器具１９に、
導波管シース７２が更に提供されてもよい。シース７２は、作動中に導波管８０を遮蔽す
るように適応される。シース７２は、ハンドル６９の係止又は停止歯（本明細書により完
全に記載される）と一致する歯７２Ａ（図１５Ａに示される）を伴って構成される。トラ
ンスデューサ５０は、導波管７２、シース７２、及びトランスデューサ５０が単一のユニ
ットとして回転することを可能にするように、シース７２の近位端内に配置される平坦部
と一致する遠位平坦部５０Ａを伴って構成されてもよい。バネ２４０は、シース７２をハ
ンドル６９に対する固定位置に付勢して、シース７２、導波管８０、及びトランスデュー
サ５０の不用意な回転を防止するように、ハンドル６９と導波管シース７２との間に提供
され、本明細書により完全に記載される。
【００２７】
　図３～図１３を参照すると、トランスミッションアセンブリ７１は、導波管８０と、ブ
レード７９とを含む。いくつかの用途では、トランスミッションアセンブリが「ブレード
アセンブリ」と呼ばれる場合があることに注意されたい。トランスデューサ５０からの超
音波エネルギーをブレード７９の先端に伝達するように適応される導波管８０は、可撓性
、半可撓性、又は剛性であってよい。導波管８０は、また、当該技術分野で周知のように
、導波管８０を通してブレード７９に伝達される機械振動を増幅するように構成され得る
。導波管８０は、更に、導波管８０に沿った縦振動のゲインを制御するための特徴、及び
システムの共振周波数に対して導波管８０を整調するための特徴を有してもよい。具体的
には、導波管８０は、任意の好適な断面寸法を有することができる。例えば、導波管８０
は、本明細書により完全に記載されるように、縦振動のゲインを制御するように、様々な
セクションで先細にされてもよい。
【００２８】
　超音波導波管８０は例えば、システムの波長の１／２の整数倍にほぼ等しい長さ（ｎλ
／２）を有してよい。超音波導波管８０及びブレード７９は、好ましくは、チタン合金（
すなわちＴｉ－６Ａｌ－４Ｖ）、アルミニウム合金、サファイア、ステンレススチール、
又は他の任意の音響的に適合性のある材料のような、超音波エネルギーを効率的に伝播す
る材料から構築される中実シャフトから作製され得る。
【００２９】
　超音波導波管８０は、更に、導波管８０の縦軸線に対してほぼ垂直に内部を通って延在
する少なくとも１つの放射状孔又はアパーチャ６６を含むことができる。節部に位置付け
られてもよいアパーチャ６６は、導波管８０が使い捨てトランスデューサ装置のトランス
デューサにねじ込まれる際の適切なＥｔＯ滅菌を保証するために、通気アパーチャ６６ａ
との組み合わせで提供される。当該技術分野において既知であるように、近位Ｏリング６
７ａ及び遠位Ｏリング６７ｂ（図２参照）は、トランスミッションアセンブリ７１上の導
波管８０の超音波節部の付近に組立てられる。
【００３０】
　ブレード７９は、導波管８０と一体式でもよく、単一ユニットとして形成されてもよい
。現在の実施形態の別の具現において、ブレード７９は、ねじ接続、溶接、又は他の連結
機構によって接続され得る。ブレード７９の遠位端、すなわちブレード先端７９ａは、音
響アセンブリが組織に装填されていない場合に、音響アセンブリを好ましい共振周波数ｆ

ｏに同調させるために、腹部の付近に配置される。超音波トランスデューサ５０が電力供
給されている場合、ブレード先端７９ａは、例えば、５５，５００Ｈｚの所定の振動周波
数ｆｏで、例えば、約１０～５００マイクロメートルの頂点間範囲で、及び好ましくは約
２０～約２００マイクロメートルの範囲で、実質的に長手方向に（ｘ軸に沿って）移動す
るように構成される。ブレード先端７９ａはまた、好ましくは、Ｘ軸方向への移動の約１
～約１０パーセントでＺ軸方向にも振動する。
【００３１】
　図３～図７は、直線ブレード７９を図示し、図８～図１３は、高調波ブレードの、筋肉
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、結合組織、及び筋膜を骨から除去する能力を最大限にするように、脊椎の湾曲と合致す
る、曲線ブレード７９を図示する。ブレード７９は、複数の切断及び切離面を提供するよ
うに、「戦斧」又は両フック形状に構成される。ブレード７９のエッジは、整形外科処置
で経験する組織の切離を促進するように、及び超音波エネルギーがブレード７９に印加さ
れる際により高速な切断を更に提供するように面取りされる。いくつかの種類の整形外科
手術、例えば、脊椎手術では、手術切開は小さく、１つ又は２つの器具のアクセスしか可
能にしない場合がある。超音波装置１９の多用途性は、単一の器具で人間工学的切離、切
断、及び凝固を提供する。
【００３２】
　ここで、図３～図７を参照すると、トランスミッションアセンブリ７１の第１の具現が
示されている。上述されるように、導波管８０に、ブレード７９の縦偏位を増幅する一連
の特徴が提供される。図３に示されるように、導波管８０は、約１３．４９８ｃｍ（５．
３１４インチ）の好ましい全長を有する。第１のゲインステップは、近位端６７ａから測
定して、好ましくは、６７ａから約２．５６５ｃｍ（１．０１０インチ）に位置し、Ｄ１

と表示され、約０．４３２ｃｍ（０．１７０インチ）の好ましい直径を有する。導波管８
０のノッチとして示される第２のゲインステップは、距離Ｄ２と表示される、６７ａから
約３．１７５ｃｍ（１．２５インチ）を中心とし、導波管８０の縦軸線に沿って約０．９
３０ｃｍ（０．３６６インチ）の長さであり、導波管８０の切り取りによって形成される
。
【００３３】
　示されるように、第２のゲインステップは、完全な半径切り取りではなく、むしろ、約
０．１６０ｃｍ（０．０６３インチ）の半径Ｒ０を有する導波管８０の上部及び下部上の
ノッチである。第３のゲインステップは、６７ａから約６．５０ｃｍ（２．５６インチ）
に定置され、図４にＤ３で表示される。導波管８０のＤ１とＤ３との間の直径は、好まし
くは、約０．３６８ｃｍ（０．１４５インチ）である。導波管８０は、好ましくは、６７
ａから約８．３６ｃｍ（３．２９インチ）に位置し、Ｄ４と表示される腹部で直径が増加
し、導波管８０のＤ３からＤ４のセクションの直径は、好ましくは、約０．２７９ｃｍ（
０．１１０インチ）である。最終ゲインステップＤ５は、好ましくは、６７ａから約１１
．０ｃｍ（４．３３インチ）に位置し、Ｄ４とＤ５との間の直径は、０．３８１ｃｍ（０
．１５０インチ）である。ブレード７９の近位の導波管８０の直径は、好ましくは、約０
．２７９ｃｍ（０．１１０インチ）である。導波管８０のより小さい直径のセクションと
様々なゲインステップとの間の遷移領域は、約０．１５２ｃｍ（０．０６０インチ）の切
り取り半径を有する。
【００３４】
　ここで、図５及び図６を参照すると、ブレード７９の寸法が示されている。上記に説明
されるように、ブレード７９は、整形外科処置で使用するために適応される。ブレード７
９の戦斧形状は、外科医が、３つの表面、５１０、５２０、及び５３０を切離、切断、並
びに凝固に使用することを可能にし、脊椎骨及びその周辺で使用するのに好適である。ブ
レード７９は、軸線５４０に対して対称であってもよく、表面５１０及び５３０は、ほぼ
同一の寸法を有し、凹状の形状である。表面５２０は、丸められた形状であり、軸線５４
０に沿ってその外側縁部より遠位に長く延在する。
【００３５】
　図５に示されるように、表面５１０及び５３０は、２つの半径切り取りＲ１及びＲ２か
ら形成され、Ｒ１は、約０．８９ｃｍ（０．３５インチ）の好ましい半径を有し、Ｒ２は
、約０．２０３ｃｍ（０．０８０インチ）の好ましい半径を有する。ブレード７９の遠位
端５２０は、軸線５４０に対して丸められており、半径Ｒ３及びＲ４によって画定される
。半径Ｒ３は、約０．１５２ｃｍ（０．０６０インチ）の好ましい半径を有し、Ｒ４は、
約０．５１ｃｍ（０．２０インチ）の好ましい半径を有する。図５に示されるように、ブ
レード７９の最外側点は、軸線５４０から約０．２６７ｃｍ（０．１０５インチ）であり
、Ｄ７及びＤ８として示される。
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【００３６】
　図６は、ブレード７９の側面図を描写する。軸線６４０は、図５に示されるＸ軸５４０
と同一の広がりを持ち、図５に示されるようなＸ－Ｙ平面によって画定される。導波管８
０の一具現では、ブレード７９は、約０．１２７ｃｍ（０．０５０インチ）の厚さＤ９を
有する。骨からの組織切離及び切断を容易にするように、ブレード７９に、面取りされた
表面５２０が更に提供される。一具現では、表面５２０は、角度Φ１で面取りされ、この
角度は、一具現では、好ましくは４５°～７０°であり、最も好ましくは６０°である。
ブレード７９の断面５－５は、約０．１１７～０．１３７ｃｍ（０．０４６～０．０５４
インチ）である。ブレード７９に、約０．３３０ｃｍ（０．１３０インチ）の半径を有す
る、導波管８０の遷移切り取りＲ５が更に提供される。
【００３７】
　ここで、図７を参照すると、図５及び図６のブレード７９の、図６のセクション５－５
で切り取った切断断面が示されている。ブレード７９は、中央上隆起部７３０と、中央下
隆起部７４０とを有する。エッジ７２０は、中央上隆起部７３０及び中央下隆起部７４０
から鈍角で面取りされたエッジによって部分的に形成される。
【００３８】
　図７に示されるように、ブレード７９は、２×Ｄ１０（約０．０６４ｃｍ（０．０２５
インチ））で構成される、約０．１２７ｃｍ（０．０５０インチ）の全厚を有する。図７
に示され、Ｄ１３で表示されるブレード７９の全幅は、約０．２８ｃｍ（０．１１インチ
）である。フランジ又は切断面７２０は、約０．０２５ｃｍ（０．０１０インチ）の幅Ｄ

１２を有し、半径遷移Ｒ６から形成され、Ｒ６は、約０．００５ｃｍ（０．００２インチ
）の好ましい半径を有する。ブレード７９の外側面は、面取り角度Φ２及びΦ３によって
画定され、Φ２は、好ましくは３０°～４０°であり、最も好ましくは３４°であり、Φ

３は、好ましくは３５°～４５°であり、最も好ましくは３８．１°である。面取りされ
たセクションは、約０．０９４ｃｍ（０．０３７インチ）の幅Ｄ１１によって画定される
。ブレード７９の上部７３０は、実質的に平坦であり、中央上隆起部を画定する。ブレー
ド７９の下部７４０は、実質的に平坦であり、中央下隆起部を画定する。
【００３９】
　ここで、図８及び図９を参照すると、導波管８０及び７９の第２の具現が示されている
。前述されるように、当該技術分野において既知であるように、導波管８０に、一連のゲ
インステップが提供される。第１のゲインステップは、導波管８０の近位端８１０からの
距離Ｄ８２に位置する。距離Ｄ８２は、好ましくは端部８１０から２．５３２～２．５４
８ｃｍ（０．９９７～１．００３インチ）である。長さＤ８２は、０．４２９～０．４３
４ｃｍ（０．１６９～０．１７１インチ）の好ましい直径を有する。第１のゲインステッ
プの末端部は、約０．０８１ｃｍ（０．０３２インチ）の好ましい半径を有する、半径切
り取りＲ８１を介して遠位に遷移する。第２のゲインステップは、端部８１０からの距離
Ｄ８３に位置し、好ましくは端部８１０から６．４６９～６．４８５ｃｍ（２．５４７～
２．５５３インチ）であり、０．３７８～０．３８４ｃｍ（０．１４９～０．１５１イン
チ）の好ましい直径を有し、約０．１６０ｃｍ（０．０６３インチ）の遷移半径切り取り
Ｒ８２を伴う。導波管８０は、当該技術分野において既知であるように、波腹と同じ位置
に位置する、約０．１６０ｃｍ（０．０６３インチ）の半径切り取りＲ８３を伴う距離Ｄ

８４で直径が増加する。Ｄ８４は、好ましくは、端部８１０から８．６２８～８．６４４
ｃｍ（３．３９７～３．４０３インチ）であり、０．２７７～０．２８２ｃｍ（０．１０
９～０．１１１インチ）の好ましい直径を有する。第３のゲインステップは、１１．１０
５～１１．１２０ｃｍ（４．３７２～４．３７８インチ）の好ましい距離を有する、端部
８１０からの距離Ｄ８５に位置し、約０．６３５ｃｍ（０．２５０インチ）の半径を有す
る半径切り取りＲ８４によって形成される。導波管８０に、前述されるように、貫通孔６
６が提供される。
【００４０】
　ここで、図１０を参照すると、導波管８０の第２の具現のブレード７９の分解組立て平
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面図が示されている。この具現では、ブレード７９は、図１１に示されるように、Ｚ軸に
沿って軸線１１１０から離れて曲がっている。ブレード７９は、図１０のＸ－Ｙ軸によっ
て画定される平面から離れて曲線を描き、図１１に表示されるＹ軸及び図１０に表示され
るＹ軸は、本質的に同一の広がりを持ち、軸線１１１０に沿って中心を置く。
【００４１】
　ブレードの曲線本質は、より良好な可視性、並びに脊椎及びその周辺の深い空間又は任
意の他の囲まれた手術部位へのより良好なアクセスを提供し得る。ブレードの近位のシャ
フト直径は、等距離Ｄ１０１及びＤ１０２によって表示され、合計で好ましくは０．２８
７～０．２９２ｃｍ（０．１１３～０．１１５インチ）である。図１０に示されるように
、ブレード７９は、軸線１０４０に対して対称であり、外側面１０１０及び１０３０は、
ほぼ同一の寸法を有し、凹状の形状である。外側面１０１０及び１０３０は、Ｒ１０１及
びＲ１０２で表示される複数の半径切り取りによって形成され、Ｒ１０１は、好ましくは
約０．８８９ｃｍ（０．３５０インチ）であり、Ｒ１０２は、好ましくは約０．１５０ｃ
ｍ（０．０５９インチ）である。遠位面１０２０は、半径Ｒ１０３によって画定される丸
められた端を有し、Ｒ１０３は、約０．９７３ｃｍ（０．３８３インチ）の好ましい半径
を有する。遠位ブレード幅は、等距離Ｄ１０３及びＤ１０４で明記され、Ｄ１０３及びＤ

１０４はそれぞれ、約０．２５７ｃｍ（０．１０１インチ）である。表面１０１０及び１
０３０の近位端の寸法は、距離Ｄ１０５によって表示され、約０．４１１ｃｍ（０．１６
２インチ）である。
【００４２】
　上述されるブレード７９の曲線本質が、図１１の分解組立て正面図に描写されている。
ブレード７９は、半径切り取りＲ１１３及びＲ１１４から形成される。半径Ｒ１１４は、
約１．２０７ｃｍ（０．４７５インチ）の好ましい半径を有する半径切り取りＲ１１４を
介して、中心軸線１１１０から離れて屈曲する。半径Ｒ１１３は、約０．６３５ｃｍ（０
．２５０インチ）の好ましい半径を有する。この具現では、ブレード７９は、図９にＲ１

１２及びＲ１１３で表示される導波管８０の半径遷移によって形成される。一具現では、
Ｒ１１２は、約０．７６２ｃｍ（０．３００インチ）の好ましい半径を有し、Ｒ１１１は
、約０．８８９ｃｍ（０．３５０インチ）の好ましい半径を有する。図１１に示されるよ
うに、ブレード７９は、０．１４２～０．１６３ｃｍ（０．０５６～０．０６４インチ）
の近位厚さＤ１１１を有する。
【００４３】
　ここで、図１２を参照すると、図８及び図９のブレード７９の、図１１のセクション１
０－１０で切り取った切断断面が示されている。ブレード７９は、中央上隆起部１２３０
と、中央下隆起部１２４０とを有する。エッジ１０１０及び１０２０は、中央上隆起部１
０３０及び中央下隆起部１０４０から鈍角で面取りすることによって部分的に形成される
。
【００４４】
　図１２に示される断面は、Ｙ軸の軸線１２１０及びＸ軸の軸線１２２０によって均等に
分割される。示されるように、ブレード７９は、２×Ｄ１２３（約０．０７６ｃｍ（０．
０３０インチ））で構成される、約０．１５２ｃｍ（０．０６０インチ）の全厚を有する
。図１２に示され、２×Ｄ１２１で表示されるブレード７９の全幅は、約０．５５９ｃｍ
（０．２２０インチ）であり、Ｄ１２１は、好ましくは０．２７９ｃｍ（０．１１０イン
チ）である。フランジ又は切断面１０１０及び１０２０は、半径遷移Ｒ１２１から形成さ
れ、Ｒ１２１は、約０．００５ｃｍ（０．００２インチ）の好ましい半径を有する。ブレ
ード７９の外側面は、面取り角度Φ１２１及びΦ１２２によって画定され、Φ１２１は、
好ましくは３５°～４５°であり、最も好ましくは４０°であり、Φ１２２は、好ましく
は４０°～５０°であり、最も好ましくは４５°である。下側の面取りされたセクション
は、約０．０６１ｃｍ（０．０２４インチ）の幅Ｄ１２４によって画定される。
【００４５】
　図１３は、図１０～図１３に示されるブレード７９の設計の前面図である。前述される
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ように、ブレード７９の遠位端は、半径Ｒ１０３によって画定されるような曲線状である
。一具現では、遠位端は、更に面取りされ、切離及び切断を容易にするエッジ１３１０を
提供してもよい。
【００４６】
　上記に説明されるブレード７９は、外科医が採用しやすく、かつ使いやすくするために
、可視のマーキングで改良されてもよい。外科医にとって、ブレードのどの領域が組織の
切断及び凝固に最も好適かがより明白になるように、図１４に示されるように、ブレード
７９の選択される表面に、陽極酸化コーティング１４１０が適用されてもよい。２色の異
なる色で陽極酸化することによって、外科医は、ブレード７９のどの領域が切断に最適で
あり、それらがブレード７９上の凝固に最適な領域とどのように異なるかを理解すること
がより容易になり得る。
【００４７】
　前述されるように、導波管８０は、外シース７２内に位置付けられる。シース７２は、
ブレードのブレード７９の直近位からハンドル６９までを被覆する。遠位端には、導波管
８０及び導波管８０とシース７２との間への流体移動を防止する、封止６７ｂ（図２参照
）が導波管８０とシース７２との間に存在する。この封止の周辺の領域は、外科医又は患
者のいずれかの皮膚への長時間の接触が不快な温度に加熱される場合がある。長時間触れ
ても安全である場合及びそうではない場合の境界を定めるために、警告、触感、色などを
使用することができる（図示せず）。これはまた、回転指示を示すためにも使用されてよ
い。また、熱エネルギーをより良好に伝導し、それによってより大きい表面積にわたって
放散するために、プラスチックシースの内側に金属シース（図示せず）を利用する可能性
もある。
【００４８】
　ここで、図１５Ａ及び図１５Ｂを参照すると、シース７２は、導波管８０の上に定置さ
れ、導波管８０の近位端（ねじ山）を露出するように位置付けられる。導波管８０は、ノ
ーズコーン１５２０及び仕様に合うトルクを有するトランスデューサ５０のスタッドにね
じ込まれ、これは、当該技術分野において既知であるように、ブレード上の「平坦部」及
び平坦空隙部を合致させるツール又は軸線に対して垂直な貫通孔６６に係合する対合ピン
を使用するツールによって達成される。
【００４９】
　シース７２の近位端は、円形パターンのギアの歯７２Ａを有し、シース７２の内径は、
トランスデューサ５０のノーズコーン１５２０の上に適合するようにサイズ決定される。
シース７２の内側表面には、トランスデューサ５０のノーズコーン１５２０上の外側対合
平坦部５０Ａの上に適合するようにサイズ決定される対合平坦部１５１０が存在し、これ
らの平坦部１５１０は、シース７２をノーズコーン１５２０に「鍵掛けする」ようにサイ
ズ決定される。シース７２の平坦部７２Ａがノーズコーン１５２０の平坦部５０Ａ上に係
合され、導波管８０が既にトランスデューサ５０に回し込まれている場合、アセンブリ全
体が、回転するように鍵掛けされる。
【００５０】
　シース７２の上にコイルバネ２４０が位置付けられ、アセンブリ全体が、右ハンドルシ
ュラウド６９Ｂ内に定置される。バネ２４０は、シュラウド６９Ｂ内のリブ壁１５６０及
びシース７２上の壁１５３０を使用して縮む。これは、シースのギアの歯７２Ａがシュラ
ウド６９Ｂの停止歯１５５０に係合するまで、シース７２を後方に押し進める。シース７
２内の平坦部１５１０及びノーズコーン１５２０は、シュラウド壁１５３０とリブ壁１５
６０との間のシース７２の移動を超える長さを有し、平坦部が常に係合したままであるこ
とを可能にする。
【００５１】
　手術中、ハンドル６９に対する異なるブレード７９の位置をもたらすように、外科医が
ブレード７９を回転させることが望ましい場合がある。これは、外科医が、人間工学的使
用を促進するように、超音波装置１９を鉛筆のように把持し続け、その一方で同時に、手
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術部位及びその周辺の構造へのより良好なアクセスを可能にし得る、異なるブレード位置
をもたらすことを可能にする。
【００５２】
　ブレード７９をハンドル６９に対する所望の角度に位置付けるために、ユーザーは、器
具１９のハンドルアセンブリ６９を一方の手で保持し、他方の手でシース７２を掴み、導
波管８０及びシース７２によって画定される縦軸線に沿って外向きに引っ張り、（シース
のみが軸線に沿って移動する）、これによってバネ２４０が圧縮され、シース７２のギア
の歯７２Ａをシュラウド６９の停止歯１５５０から係合解除させる。次いで、オペレータ
は、シース７２を所望のブレード位置に自由に回転させることができ、これはまた、導波
管８０、トランスデューサアセンブリ５０、及びブレード７９も回転させる。シース７２
を再係止するために、ユーザーは単に、シース７２を解放し、バネ２４０は、歯７２Ａが
シュラウドの停止歯１５５０に係合するまで、シース７２のみを停止歯１５５０に向かっ
て付勢する。本装置の他の具現では、不用意な回転を防止するように、より多くの支持を
もたらす複数の停止歯１５５０が提供されてもよい。
【００５３】
　ここで、図１６Ａを参照すると、封止６７ｂは、手術場所内の所望の組織への作用をも
たらすために使用されない、ブレード７９のシャフトの露出部分を被覆するように延在し
、それによって遠位導波管の保護カバーを作り出してもよい。延在するエラストマー材又
はカバー１６１０は、ブレード７９を手術場内のハードウェア及び器具との接触から防ぐ
のに必要な緩衝保護を提供するように、様々な厚さ及び様々な形状に作製されてもよい。
保護部は、図１６Ａに示されるような滑らかな表面の形態をとることができる、又は図１
６Ｂに示されるように、様々な形状、サイズ、及び間隔の隆起部／突起部１６２０が提供
されてもよい。当該技術分野において既知であるように、エラストマーカバー１６１０は
、ブレードに直接結合されるため、大きい直径を有する必要はなく、ブレード保護チュー
ブの既存の外径を超えるべきではない。これは、エラストマーカバー１６１０が、外科医
の視界を遮ることなく、又はブレード７９の深部へのアクセスを妨げることなく、ブレー
ド７９を保護することを可能にするべきである。
【００５４】
　保護エラストマー材の代替えの具現では、図１７Ａ～図１７Ｃに示されるように、ブレ
ード７９上のいずれの既存の封止からも独立した、単一又は複数の保護緩衝コーティング
が追加されてもよい。このコーティング（単数又は複数）は、手術場所内の所望の組織へ
の作用をもたらすために使用されていない、ブレードシャフトの露出部分上に定置される
。延在するエラストマー材を、ブレード７９を手術場内のハードウェア及び器具との接触
から防ぐのに必要な緩衝保護を提供するように、様々な厚さ並びに様々な形状１７１０、
１７２０、及び１７３０に作製することができる。保護部は、滑らかな表面１７１０、又
は様々な形状、サイズ、及び間隔の隆起部／突起部１７２０の形態をとることができる。
延在するエラストマー材は、連続であってもよく、又はいくつかの独立したセクションで
構成されてもよい。エラストマーオーバーモールド１７１０、１７２０、及び１７３０は
、ブレードに直接結合されるため、大きい直径を有する必要はなく、ブレード保護チュー
ブの既存の外径を超えるべきではなく、それによって、ユーザーの視界を遮ることなくブ
レードを保護する。
【００５５】
　好ましくは、上述される超音波装置１９は、手術の前に処理される。最初に、新しい、
又は使用された超音波装置１９を取得し、必要に応じて洗浄する。次いで、超音波装置を
滅菌することができる。一滅菌技法では、超音波装置は、プラスチックバック又はタイベ
ック（TYVEK）バッグなどの、閉鎖され、かつ封止された容器内に定置される。所望によ
り、容器内で、超音波装置１９を、トルクレンチを含む他の要素とキットとして組み合わ
せることができる。容器及び超音波装置１９、並びに任意の他の要素が、ガンマ線、ｘ線
、又は高エネルギー電子などの容器を透過することができる放射線場内に定置される。放
射線は、超音波装置上及び容器内の細菌を死滅させる。次いで、滅菌された超音波装置を
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滅菌容器内に保管することができる。封止された容器は、医療施設で開かれるまで、超音
波装置を滅菌状態に保つ。
【００５６】
　本超音波装置１９がいくつかの具現の説明によって例示されてきたが、添付の特許請求
の範囲の趣旨及び範囲をそのような詳細に制限又は限定することを出願人は意図しない。
当業者は、超音波装置の範囲から逸脱しない多数の変形、変更、及び置換を思い付くであ
ろう。更に、本超音波装置と関連するそれぞれの要素の構造は、その要素によって実施さ
れる機能を提供するための手段として、選択的に記載され得るものである。したがって、
本超音波装置は、添付の「特許請求の範囲」の趣旨及び範囲によってのみ限定されること
が意図される。
【００５７】
〔実施の態様〕
（１）　超音波装置であって、
　近位端及び遠位端を有する、中心縦軸線を有する導波管と、
　前記導波管の遠位端に隣接するブレードと、を備え、
　前記ブレードが、中央部分及び外側部分を伴う丸められた遠位端を有し、前記丸められ
た端の前記中央部分が、前記中心軸線に沿って前記外側部分より遠位に長く延在し、
　前記ブレードが、前記丸められた遠位端の外側部分に隣接する凹状エッジを有し、前記
凹状エッジが、前記中心軸線に沿って近位に延在する、超音波装置。
（２）　前記凹状エッジ及び前記丸められた遠位端が、前記中心軸線に対して実質的に対
称である、実施態様１に記載の超音波装置。
（３）　前記ブレードの断面が、断面幅と、中央上隆起部と、中央下隆起部とを有し、前
記ブレードが、前記中央上隆起部及び前記中央下隆起部から鈍角で外側に延在し、前記凹
状エッジを形成する、実施態様１に記載の超音波装置。
（４）　前記ブレードの丸められた端が、前記中心縦軸線から近位に離れて曲線を描く、
実施態様２に記載の超音波装置。
（５）　前記丸められた端が、前記凹状エッジの前記断面幅を超える幅を有する、実施態
様４に記載の超音波装置。
【００５８】
（６）　超音波装置であって、
　中心軸線を画定する近位端及び遠位端を有する超音波導波管と、
　前記導波管の前記遠位端に取り付けられる超音波作動ブレードと、
　近位端及び遠位端を有するハウジングであって、ユーザーによって鉛筆のように保持さ
れるように適応される、ハウジングと、
　前記導波管と機械的に連通した状態で、前記ハウジング内に配置されるトランスデュー
サと、
　近位端及び遠位端を有する前記導波管の周囲に配置されるシースであって、前記近位の
シースの一部分が、前記ハウジングの遠位端内に配置され、前記部分が、前記トランスデ
ューサに機械的に係合する、シースと、
　実質的に前記ハウジングの遠位端内に位置する、前記シースの近位端の周囲に配置され
るバネと、
　ハンドル内に配置される停止歯と、
　前記停止歯と選択的に機械的に連通した状態で、前記シースの近位端の周囲に配置され
る係合歯と、を備える、超音波装置。
（７）　前記ブレードが、中央部分及び外側部分を伴う丸められた遠位端を更に備え、前
記丸められた端の前記中央部分が、前記中心軸線に沿って前記外側部分より遠位に長く延
在し、前記ブレードが、前記丸められた遠位端の外側部分の近位に凹状エッジを有し、前
記凹状エッジが、前記中心軸線に沿って近位に延在する、実施態様６に記載の超音波装置
。
（８）　前記シースの遠位端と前記ブレードとの間に配置される遠位導波管カバーを更に
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（９）　前記カバーが、エラストマー材で構成される、実施態様８に記載の超音波装置。
（１０）　前記カバーが、少なくとも２つの不連続なセクションで構成される、実施態様
９に記載の超音波装置。
【００５９】
（１１）　超音波ブレードアセンブリを回転させる方法であって、
　超音波器具を取得することであって、前記器具が、
　　中心軸線を画定する近位端及び遠位端を有する超音波導波管と、
　　前記導波管の前記遠位端に取り付けられる超音波作動ブレードと、
　　近位端及び遠位端を有するハウジングであって、ユーザーによって鉛筆のように保持
されるように適応される、ハウジングと、
　　前記導波管と機械的に連通した状態で、前記ハウジング内に配置されるトランスデュ
ーサと、
　　近位端及び遠位端を有する前記導波管の周囲に配置されるシースであって、前記近位
のシースの一部分が、前記ハウジングの遠位端内に配置され、前記シースが、前記トラン
スデューサと回転係合している、シースと、
　　実質的に前記ハウジングの遠位端内に位置する、前記シースの近位端の周囲に配置さ
れるバネと、
　　ハンドル内に配置される係止歯と、
　　前記停止歯と選択的に機械的に連通した状態で、前記シースの近位端の周囲に配置さ
れる係合歯と、を備える、ことと、
　前記シース上に遠位縦力を印加して前記シースを第１の位置に移動させ、それによって
前記係合歯を前記停止歯から係合解除させることと、
　前記シースが前記第１の位置にある間に、前記シースに回転力を印加し、それによって
前記シース及び前記ブレードを回転させることと、
　前記シースを解放し、前記バネが前記シースを近位に付勢して、係合歯を前記停止歯と
係合させ、それによって更なる回転を防止することと、を含む、方法。
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